
横浜市学力学習状況調査（５月８・９日実施）結果より 
〇 正答率について（桜台小学校/市平均） 

  
国語 社会 算数 理科 外国語 

２年生 
桜台小学校 55.2% 

 
57.8% 

  

市平均 56.3% 
 

59.2% 
  

３年生 
桜台小学校 58.4% 

 
61.8% 

  

市平均 60.4% 
 

63.7% 
  

４年生 
桜台小学校 61.0% 60.7% 59.5% 67.1% 

 

市平均 57.6% 59.2% 56.8% 62.0% 
 

５年生 
桜台小学校 71.4% 65.2% 66.9% 63.9% 

 

市平均 68.2% 61.3% 65.3% 61.9% 
 

６年生 
桜台小学校 69.7% 65.5% 73.9% 64.8% 87.9% 

市平均 64.0% 58.4% 66.4% 55.8% 83.5% 

 

 ・4～6年生はどの教科においても市の平均を上回っている 

 

（参考 R６年度結果 →） 

 

 

 

 

 

 

 

※ 令和 6年度から「学力レベル」「学力を伸ばした児童の割合」が数値化されている 

   算数の学力レベルと学力を伸ばした児童の割合は以下の通り 

   【「学力レベル」は１‐Cから順に高くなり、最高位は１４‐A（中学 3年の高位レベル）】 

 学力レベル 学力を伸ばした児童の割合 

桜台小学校 市平均 桜台小学校 市平均 

2年生 ５－C ５－C － － 

3年生 ４－A → ６－C 6－C 78.4％ 84.５％ 

4年生 ６－C → ７－B ７－C 81.1％ 79.1％ 

5年生 ７－C → ８－C ８－C 61.9％ 72.3％ 

6年生 ８－B → 9－B ８－B 72.6％ 68.0％ 

 ・６年生算数は「中１の市平均レベルの難易度の問題を通過していた」ことになる 

また、市の平均より３段階上位にあり、昨年度からの“伸び”の割合も大きかったことがわかる 

 ・３年生算数は“伸びた児童”の割合は市平均より少ないが、学年全体としては大きく向上している 

 ・４年生算数の“伸びた児童”の割合が大きい 

 

資料２ 



 
各学年の成果と課題 今後の具体的取組 

２年 何事にも前向きに取り組み、自分からあい

さつをしていこう、人のためになることをし

たいという思いが強いことが分析チャートか

ら明確になった。人との関わりも大切にしよ

うという思いの強さも見られた。 

しかし、学習面で特に文章の理解力や伝え

る力に課題が見られる。そういった課題が日

頃のコミュニケーションにも影響していると

思われる。自分の思いをうまく表現できず、

自己肯定感が下がってしまうことにもつなが

っていると思われる。初めての実施だったの

で、全体的に出題形式に慣れない様子だった。 

思いをうまく表現できるように、話型を指

導したり、具体例を示したりして、安心して

表現ができるように今後も支援していく。重

点研究でも、話型や例の示した方について研

究を進めていく。 

人のよいところを見つけ、発表し合う活動

は続けていくとともに、自分のよいところに

も気付けるように、「やりたい」という思いを

実現したり達成感を味わったりできるような

しかけや場面を設定していきたい。 

人との関わりを大切にしようとする子達だ

からこそ、地域の施設やお店の人、他学年と

関わる場を意図的に今後もつくっていく。 

３年 どの教科の学習に対しても、意欲的に取り

組むことができている。また、生活意識も高

く、その中でも、「自己意識」が昨年度よりも

伸び、『対自分』への評価が高いことが分析チ

ャートの結果から読み取れる。 

しかしながら、規範意識や他者との関わり

などへの意識が低いことや、客観的に考える

とまだまだな部分に対しても、結果に満足し

てしまう傾向がうかがえる。 

学力については、意識は高く、授業や学習

に取り組む姿勢は前向きだが、結果として、

市平均を下回っている。学習内容の定着に課

題があると考える。 

学力に関しては、各教科の単元や本時の授

業の中で、『目標（ゴール）』を明確にし、自分

自身が到達できたかどうか、振り返るように

する。到達目標のボーダーを明確にすること

で、「自己満足」の成果ではなく、「客観的」な

成果として、確認できるようにし、「さらに伸

ばしていきたい」という向上心につなげてい

きたい。 

規範意識や他者との関わりに対しては、集

団生活の中での「ルール」の役割や大切さに

ついて、繰り返し指導するとともに、教科担

任制でどの教員が授業に入っても同様のこと

が指導できるように、学年で連携して取り組

んでいく。また、意識を高くもっている子達

を価値づけ、その姿を周りに広げていく。 

４年 学力については、国語、算数、社会、理科す

べての教科において、横浜市の平均を上回っ

ている。算数の図形の項目は、市の平均を少々

下回っている。学習意識調査では、ほとんど

の項目で肯定的に回答した児童の割合が市平

均より低くなっている。特に、学習に進んで

取り組めていないと否定的に答えた児童が市

平均の８％と比べ、２０％と多くなっている。

学習に対して前向きに取り組めず、学ぶこと

へのよさを感じられていない児童が一定数い

ると思われる。学習への理解力や思考力は育

っているが、学習への意欲・関心・興味が低い

という課題がある。 

児童が興味関心をもって取り組めるような

高学年らしい授業、課題づくりに努めていく。

また、挑戦することの良さを感じることがで

きるように、実行委員、行事での代表活動な

どを充実させる。 

学習の中で、友達と話し合うことで自分の

考えを広げたり深めたりできるように、交流、

学級会などの話し合い活動、係活動、自己決

定ができるような活動を通して、達成感、自

己有用感、成功体験をもち、友達とともに学

習することの良さを感じられるようにする。 

  



 

〇 本校の重点取組と生活・学習意識調査結果について 

（具体的取組） 

 ・3年生以上の一部教科分担制            ・3・4年生算数の少人数習熟度別指導 

 ・「自分の考えを表現し、伝え合うことを通して、対話する子の育成をめざした授業づくり」 

をテーマとした授業づくりの研究（重点研）      等 

 

（生活・学習意識調査）「学校での学習に進んで取り組んでいますか」 （肯定的回答） 

 
 

おおむねどの学年の児童も、昨年度から継続して主体的に学習に取り組めていることがわかる。 

高学年で、市平均よりやや低い傾向にある。 

 

（具体的取組） 

・全校朝会の話題や道徳の授業を活用し、“相手意識”の涵養につなげる 

・たてわり集会やクラブ・委員会活動等を通し、他学年との関わりの場を意識的に設ける 

・児童会活動も活用し、笑顔であいさつを交わす「あいさつさくら隊」を進める 

５年 全ての教科において市の平均を上回り、特

に、国語と社会が高い。しかし、情報活用につ

いて課題が見られ、国語では、観点を明確に

して、複数の情報を分類する点に難しさが見

られた。学校は安心できる場所と９割以上の

児童が答えているが、進んで学習に取り組む

ことについては肯定的な回答が低かった。自

ら課題を立て、その解決に向けてさまざまな

情報の中から必要なものを選び、主体的に学

びを進めていこうとする意識がまだ低い実態

が見えてきた。 

子ども達が自分たちで学習の進め方を選択

したりグループ学習で役割を自分たちで決め

たりするなど自己決定の経験も積み重ねてい

けるようにする。そして、日々の授業を子ど

も達が興味関心をもてるよう準備し、実践的

な活動を取り入れ、子ども達が友達と意見を

交わすなど対話の機会を増やし、自他の考え

を比較しながら考えを深められるようにす

る。そして学習のめあてと振り返りを大切に

し、何がわかったかを自分の言葉で表現する

ことで、自身の成長を自覚できるようにする。 

６年 全ての教科において平均を上回っている。

特に説明的文章の正答率が高かった。しかし、

主体的に学習に取り組むことについての課題

が見られた。国語では、登場人物の言動、語句

の役割、表現について正確にとらえることが

難しかった。 

6 年生という責任感を持たせることで下学

年の児童とふれあいながら、実体験を通して

学び、考えられるようにしていく。そして、課

題解決に向けた目的意識や振り返りなどを大

切にし、学級全体での学び合いを意識しなが

ら主体的に学びを深めていけるような学習環

境を整える。 



 （生活・学習意識調査）「学校は安心できる場所だと思いますか」 （肯定的回答） 

 

 
 

どの学年も高い割合の児童が「学校は安心できる場所」と回答している。また、おおむね市平均

よりも肯定的にとらえていることがわかる。一人ひとりがさらなる人権意識と相手意識をもち、学校

が「誰もが安心して豊かに生活できる」場所となることを目指して取組を進めたい。 

 

（生活・学習意識調査）「あいさつを自分からしていますか」 （肯定的回答） 

 
 

どの学年も、あいさつを肯定的に捉えることができており、あいさつをすることの意識が定着して

いることが伺える。ほかの学年に比べて４，５年は低くなっているが、今後もさらに向上を図っていき

たい。 

 

 （具体的取組） 

 ・学校保健委員会でよい姿勢について取り上げ、子どもたちの健康と体力向上につながる取組を

各クラスで進める 

 ・横浜 Fマリノスや横浜 FC と連携した取り組みを行い、運動に親しむ取組を進める 

 ・運動会や球技交流会などの行事を通して運動への興味や関心を高める 

 

（生活・学習意識調査）「体を動かすこと（運動すること）は好きですか」 （肯定的回答） 

 
 

ほとんどの学年が８０％台後半以上と高い割合で肯定的な回答が多かった。２、６年生は、市の

平均以上となっている。中休みや体育の授業の様子を見ると、運動が好きな児童が多いことが推察

できるので、習慣化することが望ましい。冬場にかけて校庭での遊びのイベントやマラソンなどを体

育委員会で企画していく。 


